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富を生む銅鉱 

世界第 3 位の規模を有するウドカン銅鉱床がメタロインベス

ト社の手中に収まった。アリシェル・ウスマノフ氏の同ホール

ディングは採掘開発事業に対する 1000 億ルーブル投資に

合意した。 

 

連邦地下資源利用局はウドカン銅鉱床の採掘権

入札について 9 月 17 日に結論を出す予定をしてい

たが、これが急きょ昨日 10 日に公表された。全プ

ロジェクトが期日内に提示され、入札委員会の調査

も完了したため、結果公表延期の意味がなくなった

とアナトリー・レドフスキー同局長官は説明してい

る。落札者となったのはミハイロフスキー採掘選鉱

コンビナート（メタロインベスト社傘下）。レドフ

スキー氏によれば同コンビナートは 20 年間の採掘

ライセンス料として 150 億ルーブルの支払いを行

う（頭金は 45 億ルーブル）。メタロ社の競合相手と

なったロシア銅会社 RMK（ウラル鉄鋼会社：50％、

ロシア鉄道：25％）の提示額についてレドフスキー

氏は言及しなかったが、決定要因は金額ではなく鉱

床の取得条件であり、ミハイロフスキーコンビナー

トの方がより好条件となったと指摘した。ライセン

ス料支払いは取得後 1 か月以内の予定。 

ノリリスクニッケル社、ミハイル・プロホロフ氏

のオネクシムグループ、オレグ・デリパスカ氏の

SMR 社はウドカンに対する権利請求を中止した。

オネクシムおよび SMR の 2 社は入札中止がプロ

ジェクトの経済的非合理性によるものとの説明を

行っている。 

ウドカン鉱床は世界第 3 位の規模を有する銅鉱

床であり、埋蔵量が 2000 万トン、鉱床内銅含有率

が 1.45%となっている。 

メタロインベスト社は国営企業のロステクノロ

ジー社と共同でウドカン鉱床の開発を行うとの声

明を発表した。ロステクノロジー社のアレクセイ・

アレーシン第一副社長は昨日の声明で同社の方針

に変化はないと伝えている。 

メタロ社は 1000 億ルーブル超の高額な支払義務

を負う形となる（吹き出し参照）。採掘作業の開始

は 5 年後以降（第 1 期は年間鉱石採掘量 1200 万ト

ン、その後 2 年間は 3600 万トン）となる。2014 年

までにヤスノゴルスクの工場を稼働させ、2016 年

に生産能力を年間で陰極銅 47.4 万トン、銅桿 6.27

万トンとする予定だ。 

インフラ設備投資の必要額や政府誘致を行うか

どうか等に関してメタロ社による説明はない。ウス

マノフ氏は当紙に対し、同社はウドカンプロジェク

トについて、極東開発事業における政府承認の範囲

内で官民事業提携を実施することを検討している

との旨を述べている。 

これに関連し、ウラル鉄鋼会社によるコメントは

得られていない。またロシア鉄道はコメントを控え

ている。今春のプレゼン資料（Vedomosti 紙）にて

ロシア銅会社はおよそ 20 億ドルの投資額と年間鉱

石採掘量 2000 万トン、年間生産量 21 万トン、回収

支払負担額

 
 

競走入札条件に従い落札者は落札後 3.5年経過後に

鉱床インフラ設備の建設を開始する。また 5.5年後には

年間 500万トンの鉱石採掘量、7年後には予定生産能

力である 3300万トンの採掘量を確保する。 

 
 
 

メタロインベスト 

 

採掘製鉄ホールディング 

生産高：鉄鉱石4100万トン、鉄鋼643万トン（2007年） 

売上高：64.7億ドル  

純利益：11.57億ドル 

主要株主（2007年末）：アリシェル・ウスマノフ（50%）、

ワシリー・アニシモフ（20%）、Andrey Skochファンド

（30%） 
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期間 10 年という条件を提示していた。当局者は単

純に最高値、最大規模のプロジェクトを選択しただ

けだと指摘するのはトラスト社アナリストのアレ

クサンドル・ヤクボフ氏だ。予定生産能力に対する

収量に関して、メタロ社はロシア銅生産大手企業ノ

リリスクニッケル社（2007 年度販売量：42 万トン）

の銅生産高を超える可能性もある。 

ユリヤ・フェドリノバ／アナスタシア・デニソバ 


